
平城宮跡、の整備

平城宮跡発掘調査部・庶務部

1985年度の平城宮跡の整備は，宮内学i南殿第2殿復原整備，壬生門基肌復原を含む外周緑陰

徳:整備，第一次ili1l堂院東部地区整備，中央緑1¥会務整備および佐紀池護岸整備などを実施 した。

宮内省南殿第 2殿復原整備 第二次内装束方官街地区において，官1tFi一区画を復原盤v1liすると

いう計四の-J~~ として行ったもので， 1974年に完成した南殿(以下鈎 1肢とl乎ぶ〕に次いで2-!Jj!

目にあたる(位前図A)o 今回の第 2殿は，先の第 1殿と規模 ・構造ともま ったく同じもので，

桁行 511J1・梁行 2r~n .切妻造 ・愉皮茸よりなるo-l:11U1はそれぞれ10尺(施行値 3.0m)。第2肢

は第 1殿と梁行のれ心をそろえ，丁度れIM121甘j分はなれて第1殿の南方に位置する。

施工にあたっては一旦泣桝而まで、再発抗1:し，砂層で巡椛を保護した」二，所定の高さまで科学

的な土妓処理 (ケミコ ライム{史Jfl)を行って基粧を形成し， この上に地中柴を伴ったコ ンク リー

トスラプを打ち，建物荷重の分布をはかりi立構面への影轡をあたえないよう配厳した。木工事

や屋恨工事などはすべて第 1殿にならったが，今回新たに加わったこととして次の諸点がある。

1. 南北88m，東西47mの一区闘を将来的にはすべて復原整備するとし、う観点から見直 しを

行った結果，第 1殿を現状より約60cm上げる必要が生じたのこのことは現在露出整備してい

る第 1 殴北方の主殿を復原建設する場合の遺構保護 (4~\ に磁石〕の保諮問確保に起因するの

2. 上記との関連から区画内の最終盤的而のレベル調拡を行った結果， 北から南へ傾斜する

旧地形は尊重せざるを得ず，第 1殿と第 2殿との差もそれに応じて 20cmとり，第 2殿の施工基

準高を70.55m (J，'iJIllIï，~石川辺地鍛高〉 と したη したがって第 1 殿の同位i位向は 70.75 mとなる。

3. 第2殿の正面 ・背面側に内法長判lをとりつけ，同開口部には長押下に鮪材を入れた。こ

れにともなって第 1殿も同種材を布Ii加したn

4. 床面を三和土の日ilき仕上げとし，Hソ心位置に木製の白地を入れて 9m2ずつの区画を設

け亀裂を防いだの第 1殿もこれに倣ったη

5. 第 l殿の屋恨の一部を葺替えたの

壬生門基壇復原整備 第二次iji!J堂院の正而に

位置する平成宮南面東門 (壬生1"])基山の復原

整備を行った(位低図B)。壬生門跡の発掘調

査(第 122次調査)は1980年に行い，東西 28.9

m，南北14.0mの門基取の掘込地業と，その

西北縁部で地被石(凝灰岩〉の痕跡と考えられ

る浅い碑を検出したのしかし，基悶土は完全

に削平されており，柱位置の確認はできなか

った。つづいて1981年に朱筏門をはさんで対
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称の位jri:にあたる南面西門 (若犬養門〕の発掘調査(鈎 133次調祝〉を行い，若犬養門が桁行 51UI，

梁行 21HJ，柱間17尺等IHJで朱雀門と 同じ規模であり，既に発侃調査を行っている閤面中門 (()i:

{j~jl'1 ) お よび南門 (ヨミ手門)な どよ り，ひとまわり大きいことを確認 した。こうしたこ と から壬

生門の平而規模も若犬養門 ・朱雀門と同一であったと考え， 復原基.tnの大きさを求めたの

すなわち，基胞は凝灰岩による田正取とし，基1fiの出は安似1]，平側と も側H心から 8尺 (2.4

m)と考え，東西 101尺 (30.3m)， 南北50尺 (15.0m)の規模としたの基).，.../高は 4尺 (1.2 m)， 

階段は中央 31首jに対応する大きさで・正而および背而に設けたη 復l京基仰はひとまわり内側に設

けた鉄筋コンクリートおIH立にステンレス体(中9mm)およびモルタルを用いて凝灰岩切石をfhli

り付ける従来の方法で行ったn基九九l上而には18悶の磁石を並べた吋礎石は正方形(102 cm fC)) 

の花尚岩に円形 (‘/.78cm)のれ座を造111す形式とし， 今回はさらに蛍および扉口の地磁石に牒

がる地iJ1肢の造出しも行った門扉i!ijl!描穴は蹴放下の地従石に直接T，fつ形を想定し，唐居敷の表

現は行わず，そのかわり蹴放下の地説石似を 2尺 (0.6111)と広くしたη 造tHしの断面曲線等の

詳細は平城宮出土礎石およひ:111域国分寺場:1礎石等を参考にして決めたη 基J'i'/上而の仕上げは小

子門復原基町に倣い，中央 31問分はみ，0κ岩敷とし，両IJあはコンクリート rJllきとしたの

外周緑陰帯整備 ヨモ生門)M辺の約 16，100m2について，南而大垣，二条大路およひ'その両側iiYi，

壬生門前而の橋，二条大路の南に接する宵外築地堺などの復原表示を行った(位il.t図 B)..，

南而大垣は朱雀門・=r:生門 ・ 東南!~J!J部三点の座標値が一直線とはならず，毛生門基ht心は朱

雀門と東南I\'J~ とを結ぶ線より 北に 33.6cm ずれているのその結果，大塩は壬生門基Jiiの左右で

折れる ことにな り，二条大路とわずかではあるが方位が一致しないこととなったn 大垣の整備

は，前年までと同級， 浅:灰岩切石によ り築地基底l隔を示し，生垣状にサザンカの植栽を行った。

二条大路についても前年までと同工法とし，北 ・南の側怖を玉石m護岸科で示し，大路の路

面は張芝とし，側糾沿いにシ〆レヤナギ，中心線沿いにシラカシの列植を行ったのなお，壬生

門の前市iの大路部分は砕石M設とし，門前の広がりを表示し，北側併には壬生門の階段幅 (J5.9

n，)に合わせ木橋の復原京設を行ったn木f，ffi材には米必の小節寂をj羽い， 骨材のH形鋼の」二に

取り付け，側面も板材で鋼材を見えないよ うに したのまた，二条大路市側併のさらに南側の隣

;iZ;内省I有路ití~ 2 ~1の復応CÎ削m "['1;.門1，¥;1>;'[の復原被Wi
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接民地との聞では，調査で確認している符外の築地明について，縁石を布設してその基底帽を

示し，築地部分を数砂利とし表示したの

なお，今年度施工区(奈良市二条大路市二丁目〉は， 平城宮跡およびその北部一帯からの雨水

掛水が集中し，来雨H寺に隣接住民と度々トラブルが起きていたのそこで今回復原表示した南側

出内にU形桝(深さ 45cm)を布設し，大雨時の釧水五tをJ曽し，民地への浸水を防ぐようにしたの

第一次朝堂院東部地区笠倫 鈴一次大極殿 ・i:OI堂院地区については， その束辺ffl~の調査がほぼ

完了したことと，宮跡、の環境強制Iiが進み，特に宮跡中央に位慨するこの地区が未整備地とし目

立つようになってきたことから、 平成7生.跡の基本桃想による本絡的な建物復原を開始するま

での何定的な捻備を実施することとしたn 今年度はまず車11堂院東辺地区の約 9，200m2につい

て， 地形造成並びに築地Wf:.建物表示を行った(位i何凶C)。築地卵は，平均 30cmの成土上に

その基底l隔を縁石で表ポし，築地部分を砂利政で表示したη また 1抑]堂院京第 1・2堂につい

ては，基Jill整備が来年度以降.になるため，平均 20cmの盛土を行ってその位慨を表示するに留

めたn なお，第2堂のI句の付属11:11立柱建物は，花!品岩縁石によってその規模を表示したn

中央緑陰帯整備 第一次と第二次の内裂 ・iWJ'lih院地区にはさまれた中央線|絵子告は， 大部分が

整 ~Ili済て、あるが，今年度は第一次ïlVJ並院東辺南部に接する米強制ÎÌ地区とこの緑陰持内を貫通す

る苑路を通称一条通から近鉄線路切まで完成させた(位i白図D)n これまでこの苑路は砕石敷鮒

装としてし、たが，県 ・市道と直結させたことから，利用者の増加が考えられるため，路面を特

殊舗装(自然色合Ii装)とし，苑路沿いに水銀灯16基を設位したの

佐紀i也護岸整備 宮跡西北部に位置する佐紀池は， これまで第92次発掘調査によりその南東

部で池汀線の一部を確認しているの 現在この池の図と南側は提でその上が市 ・道となっている

が，宮跡北部丘陵地の宅地開発が進み，年々佐紀池への流入水量が地加し，長雨時の緊急放流

等管理について住民から苦情が度々寄せられ，さらに西側提下で漏水が発見されたこともあっ

てボ ー リングによる保体の調査を実施したn その結果，見天端より - 5 ~ 6mのところに透水

性の高い土!習を検出したため，その下音11に確認出来た不i垂水性の料itt土層に至る銅製11二水矢板

(深さ 6111)の打ち込みを西側児休前前で行ったわ現状のtili体育ii而は花i対岩の間知 石肢であ

り，石毛Tの裏側に水が以入していることも考えられるため，矢板天端高は常水面より 3ゆcm高

とし，さらに矢板と石杭の附はコ ンクリ ートII設として水の以入を防止した (位i位図 E)"

その他 北方官街地区整備と して'点跡北東部の水上池池尻で行っていた東大許可 (5D2700)の

復原について，通称一条通までの約63111を延長し表示した(位附図F)。ただし，この地区は未

発掘であるため，整備面での玉石縁石の布設によって榔の規模を示すに留め，水路幅i内は黒色

の砕石放とし水面を表現したの (細見必三 ・波辺成史 .~'hi'紙製ー)

I 南側目2殿 r 1111Jlf 石恥刊行すτ引rl"州問 |佐紀池 |北方官術

|規模川 9450 19;93 1 1防 l | 9200 | 5580 | 日|250 
工'l'1(千円) 1 90，596 I 19，271 1 96，529 1 17，598 1 29，647 1 15， 202 I 1， 55~ 
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